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加藤出美子

卒寵した保鵠者の方から、勝しいメ…ルをいただきました。 

ヨモギがあちらこちらで穿を出し『ママ、明日はヨモギ里子作り樹脂ね』と張り

切っていた M子。学校から揮ってすぐにニ入でヨモギ購みに行き、お関子を作りま

した。トッピングiまきなこにゴマ、黒饗‘あんとを金蔀かけました(とても美味

しかったです。お勧めですけ祝子はヨモギ会擁むとき、 f赤ちゃんの繋つばを擁

むんだよね "'Lijと言いながら摘んでいましたし、家で業つばを選定立するとき、『虫

がついていなし 1かきちんと見るんだよ』って、幼稚関で教えていただ、いたこと、体

で覚えているんですね~、嬉しくなりました。 そうそう、ヨモギ摘みをしている

ときに通りすがりの女性の方が砂しがって声をかけてくださり、 fヨモギ問子をつ

くるので一一ーすと答えたら fお若いのによくど存知ねJIとおっしゃるので、『幼

韓関で春になるとやっていたのですJと話すと、『なんて素敵な幼稚関;どちらの

幼稚閏?ゴと言われたので f青駿幼稚闘ですjといいました。一一一一中略

一一一ーヨモギ摘みに行くとき、 M予と手をつなぐと初、学校にいってもママと手

をつないでいいんだね』と落しそうに雷うんです!きっと、小学生になったら、ひ

とりで学校に行くし、幼稚園児とは違うから、私と手をつないでは行けなくなるっ

て思ったのでしょう(いじらしいですね) rこれからもず~っとず~っと手をつな

ごうね』とき、ゅっと接の手配握りしめた母でした。

ヨモギの時鱗にお団子を作ろうと器薬する Mちゃん、そしてそれを受け入れヨ

‘描みに出かけてくださるお母さん、幸せな姿ですね。 Mちゃんの心は満たされたこと

でしょう。葉っ試の見分け方、虫の犠認などをしっかりと心に留めていたMちゃんに

ねたち保響者は励まされると共に、結えるべきことをしっかりと意識してい会ければ

ならないと患いました。

また、 Mちゃんが小学金になったことを意識して、小学金になったんだからこうあら

ねばならないと自ら合樟しようと考えていたことに感動しました。子どもってなんて

講義主なのでしょう!子どもはいろんなこと安考えていることがよくわかります。

もっとも、こうして自分の息いを言うことができる親子関採であったからこそ、こう

した言葉がを罷くことができたのですね。

“欝葉に獲さない，患い"を子どもたちは心;こいつばい詰め込んでいるのだと思う土、

どもたちの言葉を聞く姿勢を持つことと、その建築を理解しようとする務勢を大人

はきちんと持たなければならないとつくづく思いまじた。

“議議にあらわさない盟、い"を開き取ることができるようにしなければなりませんね。

Mちゃんの手をぎゅっと撮り締めたお母さんの患い一一愛おしくて愛おしくてなら

ないその患いがMちゃんに長わって、お二人の姿は何ともいえない狙かな雰器禁だっ J

たことでしょうね。だからこそ、議りすがりの女性が思わず雷棄をかはたくなったの

かもしれません。 保護者の皆機!子どもたちが何歳であろうとも、子どもが望む限

り、手をつないで歩いてあげてくださいね!

勢皐く揮る赤ばらさんが、お迎えにいらしたお母さんと一緒に、ず~っとず~っとブラ

ンコに乗っていました。自ばらさんも青ばらさんも給食告と食べている時間でしたから、

ゆっくりと乗っていられたようです。

主.::::::.:2.よこ2よふ良金益率~ブランコに乗っていられるってめったにないことです

よね。よかったお。葬ばらさん!

語審
ー桜が風に舞ってドて、白ばらさんが fあ~ゆきだ~-..，，?あれちがう・. .さくらだ'""J

といっていました。本当に轡みたいでしたg ブー/レがある庭には、桜の花びらがじゅう

たんのようになっていて、ほんとうにきれい!

そういえば、ひろった桜の桔を手のひら iこのせて fきれいだから家に鋳ろうと思っ

て・・・ j と大切にしていらした自ぱらのお母さんがし、らっしゃいました。こういう感

覚を大切になさってくださいね、こういうお母さんの繋築や姿、行動をすべてお子さん

は学んでいますから・・それから、「お父さんの分とお母さんの分と僕の分Jと誘って、

接の花をかろって、そっと手のひら北乗せて持ち嬉った葬ばらさんがいらしたと聞きま

した。家擦をとっても大習に思っているお子さんの心が表れていますね。子どもたちは

本当に家族を大切に思っています。絵会描いていても、家族全員を詰き、物を作っすも

掠や弟の分まで作っ?とり、いつもいつも家族議?思っていて、愛おしい子どもたちですo 

fきれいだね'""Jといいながらお子さんと…緒に在合拾っていた表ばら保護者の方もた

同くさんいらしたとか・・・・感性が農かに育まれますね。こうしたことは感性だけでは

なく、お母さんの愛情が伝わる機会でもあって、すっぽりとお母さんの心の中に錦かれ

ている安心感や信頼にもつながりますね。


